




























































ンダと交易のあった日本に立ち寄る。1709 年 5 月下
旬、日本の小さな港町に上陸し、6 月にはナンガサク
（長崎）から帰国の途に就く。
　日本滞在は僅か数頁であるが、多
くに「踏み絵」に関する内容が描か
れる。ガリヴァはエド（江戸）で皇帝（将
軍）に謁見した際、「十字架踏みの儀
式だけは免除」してもらうのである。
　物語が書かれた 1700 年代初頭（作品の出版は
1726 年）、日本の鎖国制度やキリスト教徒迫害が、
いかにヨーロッパで広く知れ渡っていたかが窺える。
それでも作品に出てくる日本・日本人は、好感を持っ
て描かれている。アイルランド人であるスウィフトは、
物語を通して、当時のイギリス貴族制度や、敵対す
るフランス、オランダなどを強く批判・風刺している
といわれている。そのような中で、日本はまだ「ジパ
ング」としての印象が強かったのだろうか。それとも
ウィリアム・アダムスらの影響だろうか。
　風刺的でイギリス自慢の要素もあり、若干読んで
いてしんどく感じることもあるが、ラピュタ人の頭が
左右どちらかに傾いていたり、地上の島を力で支
配したりしているのは、あるアニメーションを連想
させるし、馬の国に出てくる下品な生き物は「ヤフー
（yahoo）」と呼ばれており、某検索サイトの命名に
関連があるのか疑ってしまう、そんな発見・楽しさ
があった。久しぶりに『ガリヴァ旅行記』、または児
童書を読んでみることをお勧めする。
（杉原　里美　本学図書館情報センター図書館司書）
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